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目次

• 導入機器 P3～

• Chromebookの利用方法 P10～

本マニュアルは、Chromebookの機器に関するマニュアルです。
各機器の運用については、「児童生徒用の貸与機器整備運用マニュアル」「教員用の貸与機器整備運用マニュ
アルをご参照ください。
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導入機器
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導入機器

電源アダプタ
・保管庫用
・持ち帰り用
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導入機器

児童生徒用タブレット端末 手帳型ケース

教員用タブレット端末 メーカー純正ケース
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導入機器_Chromebookの概要

①カメラ

②カメラインジケーター

③タッチスクリーンパネル

①カメラ

① カメラ
内蔵カメラにより、画像の撮影と動画の録画ができます。

② カメラインジケーター
内蔵カメラの使用時に点灯します。

③ タッチスクリーンパネル
タッチ操作で端末を操作することができます。

【本体正面】

【本体背面】
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導入機器_Chromebookの概要

【本体上部】
①マイク

②タッチペン
収納スロット ① マイク

② タッチペン収納スロット
タッチペンを収納し、同時に充電することができ
ます。

【本体下部】

①ヒンジホール①ヒンジホール

②ドッキングボード

① ヒンジホール
Chromebookのキーボードのラッチフック（突
起部分）をヒンジホールに合わせて挿入し、
本体とキーボードをしっかりと取り付けます。

② ドッキングボード
キーボードと接続されると、キーボードとタッチバ
ッドの機能が使用できます。
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導入機器_Chromebookの概要

【本体右側面】 ①オーディオスピーカー

【本体左側面】

①オーディオスピーカー

②バッテリーインジケーター

③USB（TypeC） ③ USB（TypeC）
・ USB 3.2 Gen 1 Type-C
最大5Gbpsのデータ転送速度を提供
USB2.0に下位互換性あり。

・ DisplayPort
映像出力ポートを持つUSB Type-C
アダプタを使用して、外付けディスプレイに
接続することができます。

・電源入力コンボポート
付属の電源アダプタを接続すれば、
電力を供給し充電します。

④ ヘッドホン/ヘッドセットジャック

⑤ ボリュームボタン

⑥ 電源ボタン

④ヘッドホン/ヘッドセットジャック

① オーディオスピーカー

② バッテリーインジケーター
ホワイト：電源アダプタが本体に接続された状態で転
倒した場合、バッテリーの充電レベルは満充電かほぼ
満充電の状態。電源アダプタに接続されていない場合
は、機器の稼働中。
オレンジ：電源アダプタが本体に接続された状態で転
倒した場合、バッテリー充電中の状態。

⑤ボリュームボタン

⑥電源ボタン
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導入機器_Chromebookの概要

【キーボード】

①ラッチフック

① ラッチフック
本体下部のヒンジホールと接続され、固定さ
れます。

② ドッキングコネクタ
本体下部のボードと接続されます。

③ ヒンジ
本体との接合箇所です。

④ キーボード

⑤ タッチバッド

①ラッチフック

②ドッキングコネクタ

③ヒンジ

④キーボード ⑤タッチバッド

【タッチペン】

※ ペン先は消耗した場合、交換可能です。
簡単に取れますが、無くしやすいためご注意ください。
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Chromebookの利用方法
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Chromebookの利用

手帳型ケースがタブレットスタンドになります。
キーボードを利用する場合は、
写真の形にして利用してください。

手帳型ケースを開き、本体側をしっかりと持ち、
キーボードを手前に引くと開きやすいです。

児童生徒タブレット端末 教員用タブレット端末

メーカー純正ケースにキックスタンドが付いて
います。開くとスタンドになります。
キーボードを利用する場合は、
写真の形にして利用してください。

画面を下にした状態でキック
スタンドを起こしてから開くと、
安全に開くことができます。
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本体とキーボードの接続

磁石のアタッチメント

本体とキーボードの向きを間違えないように接続を
してください。
しっかりと接続されていることを確認してください。

キーボードを取り付けたまま、本体側を持って、
持ち運ばないでください。
キーボードが落下して、故障の原因になります。
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手帳型ケース

ストラップは写真の様にケースのフックに付けて利用可能です。
運用については、「児童生徒用の貸与機器整備運用マニュアル」をご参照ください。
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タッチスクリーン

タップ

画面に軽く触れて、すぐに
指を離す。起動/選択をす
る操作。

ダブルタップ

2回連続で同じ位置をタッ
プする。文字や文章を選択
する操作。

タップ＆ホールド

（メニュー利用できる場合）
表示されるまで項目を長押し
すると、メニューが表示される。

左右にスライド

（ブラウザ上）
次のページ/前のページに
切り替えする操作。

下側からなぞる

画面下側から上方向にス
ライドすると、シェルフが表
示される。

ピンチまたはストレッチ

2本の指先の距離を広げる
/狭めると、ズームイン/ズー
ムアウトができる。
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タッチペン

• 本体に収納すると自動的に急速充電します。
15秒充電され、約45分間利用可能です。

• 最大4,096段階の筆圧検知に対応。
※筆圧検知に対応したアプリケーションが必要。

タッチペンを押すと「カチッ」と音が
し、少し上に上がります。

隙間を使って、
タッチペンを取り出してください。

収納時も、「カチッ」と音がします。
正しく収納しないと充電されません。

収納の向きは
・ペン先が下
・面積が広い方が正面
（表裏の向きは気にせずに収納可能）

運用については、「児童生徒用の貸与機器整備運用マニュアル」をご参照ください。
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キーボード

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

① 前のページ（画面）に移動（戻る）
② 次のページに移動（進む）
③ 現在のWebページを再読み込み
④ 現在開いている画面のフルスクリーンモードを有効にする

※ステータスバーやタブも非表示
⑤ 概要モード（すべてのウィンドウを表示するモード）に切り替え
⑥ ディスプレイの明るさ調整（下げる）
⑦ ディスプレイの明るさ調整（上げる）
⑧ 音量の調整（サイレント）
⑨ 音量の調整（下げる）
⑩ 音量の調整（上げる）
⑪ 画面をロック
⑫ 検索ボックスをアクティブにする

⑪

⑫

※ 【⇧】キーはWindowキーボードの【Shift】キーの役割

※ 【英数】キー、【かな】キーで入力切替

Chromebookには「Delete」キーはありませんが、
「alt」+「Backspace」のショートカットキーで利用可能です。
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タッチバッド

ポインタを動かす タッチパッド上で指先を動かします。

クリック タッチパッドの下半分を押すかタップします。

右クリック タッチパッドを 2 本の指で押すかタップします。または、Alt キーを押した後、1 本の指でタッチパッドをタップします。

スクロール タッチパッドに 2 本の指を置き、縦にスクロールする場合は指を上または下に、
横にスクロールする場合は指を左または右に動かします。

ページ間を移動する 履歴の前のページに戻るには、2 本の指で左にスワイプします。
履歴の次のページに移動するには、2 本の指で右にスワイプします。

開いているウィンドウをすべて表示する 開いているウィンドウをすべて表示するには、3 本の指で上にスワイプします。
閉じるには、3 本の指で下にスワイプします。

タブを閉じる 目的のタブにカーソルを合わせてから、タッチパッドを 3 本の指でタップまたはクリックします。

新しいタブでリンクを開く 目的のリンクにカーソルを合わせてから、タッチパッドを 3 本の指でタップまたはクリックします。

タブを切り替える ブラウザで複数のタブを開いている場合は、3 本の指で左または右にスワイプします。

概要を開く / 閉じる 概要を開くには、3 本の指で上にスワイプします。閉じるには、3 本の指で下にスワイプします。

仮想デスクを切り替える 複数の仮想デスクを開いている場合は、4 本の指で左または右にスワイプします。

ドラッグ＆ドロップ 移動するアイテムを 1 本の指で長押しして希望の位置までドラッグした後、指を放します。
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安全上の注意/お手入れ
【メーカーマニュアル抜粋】
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安全上の注意 お手入れ


